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1 − 7 童 憂 波 形 下 の 疲 労 強 度

　　　　　　　　　　　 ），1碕蛮 エ 業 KK ．オ支術石升究戸窄　　　 堀 　川 　　武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村 　　宏

　 1 ，　は しが
’
さ

強塵都朸 潤 謁 疲労寿命 の 誰 定法 ・ 擁 立 ・・ 対 す る蓴求 は近 ef“1｝　‘・　1 ＊ と な っ て ・・る ・

薯者 ら t ぱ ね の 重畳波形 下 の 疲労強皮 tz は じ ま っ 1 ．敢近 で は ビ 入 ト ン ク ラ う ン の 疲労寿

命散 ． 錦 ま で ．雄 蝦 瀚 下 誡 労拳動 ・調 ・ て 鰍 鯱 tigth ・ f た ・一 雑 畳

波 形 下 の 痕 労弦度 mM 究 は ．不規 則波形 1・対 す る特殊 な場合 と し て と ら え る こ と tfzaz ’

あ る．即 ち重畳放伽 一 次 波諏 榔 対 し て 二 次波 振 幡 が 大 き ・ ルA．　rtす べ て ・ ピ ー
ク fg

レ ベ ，レ を よ t
・
O ．逆 mthAv は ．一勧 ・ 零 ・ べ ，レ を よ t・O い わ ゆ る重 畳 し 儲 P伽 惰 在 す る

灘 、 栃 ．本報 で は ，上 妨 え 方 ・泣 ・ て 競 寿命 ・ っ ・ て 考え ・ み る ．

　 2 ，寿今推突ラ去，

、鷺脇驚腔謬鴬 鷲鷺11曳，　　　
（2 − 3 ）

一一一一（6− 7） t“対 し て 平均応 力 と振 幅応 力（σ劾 　

qa，）厂
一一一（傷 6，　aa　6） を Yz　c艸 ず っ 読 み ヒ ろ ・次

‘、 重畳波 の瀞 ・分 r、 対 し て 7 ヒ 12r ・対 し て（〔恥 ，，
〔后 71）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

tk ・纏 読 み ・ ワ・次 鼠 8− 9）・  
一” ）・・ 対 ・

・ ぱ．醜 ・・，
・ra・・）， （σr” 　ls ， （ra　7J）・ 吻 ぬ を 読 み ・

ろ ． ・欠 ・ ／2 ・ ノ7 ’・対 ・ て （or… ，cr・ r’）e　Y・　9 ・th を

読 み ヒ ワ，（！3 ＿ノ4 ），ζ！S−／6）仁対 し て （（羸82 ．（ra　e2），　図 ア　応力波M と そ の 読 み と ワ法・

（or… e3 ，　cr・ e・）・ 1孵 ・ 読み ・ … 灯 り嫉 磁 ・・

応 力 波形 を読 み ヒ る． 7Pち 零 レ ベ ル を 区 切 る部 ・分 で 最大 ピ ー
ク の 平均 応 力 と 振幅良力 を ・

重畳 破 の 却 分 で は ぐ れ k 加 え て 重畳振 幅 の 平均応 力 と振 幅応 力 を読み と る 方 茄 で あ ろ ・ ぐ

の よ う に し て平均 応力 を考鷹．し た （（r． t ，
（叛 ‘）， （σ擁Z ，σraX）の 応力頻度 が 読 み と ら れ る・

　次 評 砿 力 。 効 米 畝 掀 評樹 る， （販を一（職4！σ 一佩 轟 ）， 瞬ノ ー
碗

・
t／cr−

OT． X ／ab　）　ne の N で 伽 臨 ． 徹 ・・欄 ・ 髄 ・ i鹹 諏 有 ・ た鋤 皷 を様

。 で そ れ ぞ れ 。 逮度 で 。 S ．〃 線図 。 式 を 冠〆 も κご ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハ／r 哩 一 κμ 　　 ‘2｝と す る・

な お 沢 で は説 明 。 却倉 上 図 1 で ・ 各読 み と 殖 の 規披教 は 甘べ て 異 な る と し た ・

各勣 。 。疲 労損伽 次 式 ・ な ・． D、・一（磁 醜 κ・，
　Pi・r− （呵 筋 κ，’， 取 一 （吻

・9t／κi川 z − 2 ・メよ ）　 ・・）・ た ・ え ・f勲 撤 厳 み ・ ・ r・ E 問 議 労攜 を D で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘4）式 は 累殺繰返 し教比 を 求脈 ぐ と ‘・ な表寸 ・ ． D 一ζP・ 療 ％ 環 、
Di2　一 ・・ ｝・

る． ぐ こ で 累紬繰重 し 教 比 が 1 ‘・ な っ た時が 疲労寿今で あ る ヒ 考え る ヒ ．推 建寿命▲ は 次

式 と なろ ． 乙 冒 yt　lP， 〔E 問〕一 ‘5）．　上 髫乙考え方 は平均応力 の 効 暴 t （η式 で評緬 し ・

S ＿ 櫞 図 試 ヒ し て 蔽 労限以 下 まで 直線 で 廷長 ・ て 考え ．繍 緑遞 ・ 教比 が ノ・ な ・

腑 磁 労寿命 て噛 る ・ 叡 ろ （即 ち修正 マ イナ ー則 に な ろ）．
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　 3 ，適用例 （二 重々 畳波 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　

　本推 定法 の
一例 と し て 二 ・重 々 畳波 ‘こ適 用 し た 結　σ』1

果　，・ っ い て 述 べ ろ 。図 2 は 正 弦蜘 、 正 弦’i皮が 重畳 　
」

し た 二 重 々 畳披 ，図 3 は 片振 ワ矩形 波 に 正 弦破 が

重 畳 し た 二 重 々 畳波 で腐 る ，図 2 パ 重畳波 R お い

・． aa， 。 勅 勘 綣 。 あ 6． ・
・

、　D、
一揚掬 図 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　 ニ 次 波 の 都 分 1・ 対 し て は （恥
一（恥／1−（ア初海 ），

P ・2・
・＝（（喝）吻 κ ， ，

ぐ れ よ o＃ 定嵜命刃 は 、

刃（Dt ＋ Σ P ’」）冒 1一 ぐK）よ ワ求ま ろ ．

　 ぐ ？　で
一 冫欠波 ，

二 次ラ皮 の ．∫− N 線図 の 式 を．

〃 〆二K ， ，
惚 哩 κ 、 と 、 て ． be 計 算蘇 を

図 も 51 添 寸， π 。2 ・ ／o   SA。
　 iz っ い ・ 計 算

し た結 果 で あ る。丿破 線 は た■o、5 ，実線 は k − Ao と

した励 繍 ワ・　 k − ・5 ・ す bt 実験 褓 ・ 良 ・
茎

一致 す ろ． な x “ こ ・ £ tX十は （鴉％ 8％瓢

2
で あ ワ， ξ2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

図 →
・

の Pt は重畳 ム 教 で あ る ， 二 点鎖 線 は 一次 波 の

S −
〈〆線 図 mt ．C と し て 二 次 波 の そ れ を用 い た場含 6

で あ ワ、a，、 が 右側 へ ずれ る．9F ち 速度 効 皋 を 考慮

し な い 場・合・の 言十算緒果で あ る d 　Q の 才オ芽十の 場ノ含・1ま

大差な い 結 果 と な っ た ．図 5 は 周 一 オオ新 で の 入7 謂

2 乂 ／0弓10ろ3x ／03の 密吉果 を．Tt
’
．す．」；皮線 は図 4 の 石皮L線

と 同一
で あ る ，融 線以 外 は 爆 ρ，ti6（詬一45 ％ 。りヒ し、 図 4 ，

た結 累 で あ ワ，若千 爽験 点 ガ ら は ず れ る 、｝？− O．6

添星度 tit良 い t監　ftを r与え る で あ ろ う 9 　　　　　　　 零

4 ． あ ・ t・
・
　“ 　 　 　 　 　 　 §、

　波 形効 果 ，速度効 果 kt り入 れ た寿命推 淀法 に つ

　　 s

ψv

二 重 々 畳波 （、6翫 ＋ Ae ； ）

撃一酬 猷
図 3 ． 二 窒々 畳波 （Rect ＋ ．」畝 ）

3

い て 述 べ た．重 畳波 に つ ． 。 適用 、 た糸誅 で は t な
6

ケ 良 い 才隹定 を占L え る．　｝¢ の と り 方 i； っ い て 経験 的な

要素が 入 る が ，現 嚇 、で 1ま 祕 謝 愛。 猿 プ 良い 推 it

莅を 与え ろ よ う で あ る ．速度効 累 の と り入 れ 方　L“つ

い
・
て lt．　そ れ そ

画
れ の 繰 返 し 遂皮 8； −7　 t、て の ≦r − 〈〆線

図 の 式 が あ れ ば そ れ を用 い れ ば 長 い が ，な い 場合 は

突験 の 可 能 な聴囲で 豪験 蛎 テ な v
・． ぐ の 結 果　ti・ら推

0　　　　　 10　　　　　20　　　　　30　　　　　40
　 　 　 　 　 　 　 　 σ1　　 （kP厂mne ｝

　　実験結 暴 と 計 算結 尿 の 比 較 ．

　

図 5 ， 実験結累 ど 計 算結暴 の 比 較

定せ ざ る を碍な い （，当 回 説 明す る 予定）． 嵩温 に なる に ek て 達度効果 が 大 きく現 れ る と

考え ら れ e ． 図 3r ．　1．し た重 畳蜘 ・ つ ・
・1 の 結 恥 ま当 ロ 説 明 す る 予定 で あ る が ． 勧 髄 の

平均応 力 矧 張 側 の み で 変動 す る irtpt’ で 1滴 温 n 筋 ド つ れ て ク リ
ー

プ ヒ の 湘 互 イ乍用 の 効

果Mf・Jk．き く な る で あ ろ う ．
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